
２
年
前
の
大
型
合
併
で
、

各
市
の
面
積
は
大
幅
に
増
え

ま
し
た
が
、
旧
町
村
は
過
疎

化
が
進
み
ま
し
た
。

★
津
市
も
そ
の
例
に
も
れ
ず
、

合
併
前
の
各
町
の
福
祉
バ
ス

は
残
し
た
も
の
の
、
そ
の
運

行
範
囲
は
そ
の
ま
ま
の
た
め
、

津
市
役
所
ま
で
繋
が
ら
ず
、

不
便
だ
と
い
う
声
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。

★
鈴
鹿
市
は
、
す
で
に
広
い

市
域
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

こ
れ
ま
で
に
そ
の
解
決
を
す

る
べ
き
で
し
た
。

★
ス
ー
パ
ー
前
で
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
活
動
で
は
、
「
市

役
所
や
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
行

き
た
い
が
足
が
な
い
（
交
通

機
関
が
な
い
）
の
で
、
行
け

な
い
の
で
困
っ
て
い
る
」
と

い
う
声
が
、
た
く
さ
ん
集
ま
っ

て
い
ま
す
。

★
こ
の
声
を
、
も
っ
と
多
く

拾
い
上
げ
て
行
け
ば
、
鈴
鹿

市
当
局
も
、
市
民
の
交
通
政

策
を
真
剣
に
考
え
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
市
民
の
声
を
伝
え

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

（１）

コミバスよくする会は、今年２月１２日午後１時

から、鈴鹿市社会福祉センターで、第2回の総会を

開き、役員ら３０人が出席しました。

総会は、この２年間、会員の増加を進めてきたこ

と、各地の老人会などの協力を得て、コミバスの構

想や、玉城町でのオンデマンドバスの人気などにつ

いて説明会を開いてきたことを報告し、全体の拍手

で承認しました。

また、これからの２年間の方針を、各地で説明会

を開けるよう、各地の老人クラブの皆さんに協力を

お願いしていくことや、当面、１万人のアンケート

活動を行い、市民の世論を鈴鹿市に示していくこと

などを決めました。

役員については、辻井代表、西村副代表、橋詰事

務局長、他１４名の役員を選出し活動していくこと

を決めました。

財政については、会費年間千円を続けることとし、

１万人アンケートの印刷代などに重点的に使用する

ほか、５月１３日（火）に、玉城町の元気バスの運

用の実際について、見学会を開催することに使うこ

とを了承しました。

見学先の、玉城町で行っているオンデマンドバス

の特徴とその便利さを実際に体験して貰いたいので

す。また、管理運営を社会福祉協議会が行っている

ことで、福祉目的を重点に運行しているので、高齢

者の外出支援に役立っていることや、高齢者が、医

療機関を利用したり、町にある温泉施設を利用する

場合の利便さ、健康教室の利用者の増加、国民健康

保険料の医療費を抑える効果など、大事な行政活動

にも大きな効果を上げていることなどを観てほしい

と思います。

見学会の参加申し込みは、同封の別紙申込書に記

入してお申し込み下さい。

２月１２日社協センターで

玉城町元気バス見学会
５月13日(火)を決めました。

見学会申し込みは、
別紙の申込書で
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今年の重点事業は、
地域説明会と

１万人アンケート実施
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私は、平成２４年１月に鈴鹿市民のコミュニティー

バス（Ｃバス）をよくする会を作りたいという趣旨

に賛同し、地域住民の方々のためにお役に立ちたい

思いから、微力ながら役員を務めております。

昨年度は、愛知県碧南市の市営のくるくるバス

（無料）を見学と試乗しました。運転手と、乗客と

の家庭的なコンパクトなバスです。市役所を拠点に、

ショッピングセンター、学校、市民会館、病院等々

「８の字」に内回り、外回りと、くるくる運行して

います。くるくるバスは、子どもが命名したそうで

す。停留所も３５０ｍ毎にあり、市民のためのバス

です。

わが町も、碧南市のくるくるバスのように、私た

ちは一日も早い導入を希望しております。

そのために、昨年６月に江島二丁目町民会館にお

いて、地域懇談会を開催しました。玉城町、町営の

生活交通を考える地域懇談会では、玉城町「元

気バス」のＤＶＤ(11分)を観て「会」の考えている

思いをお伝えしたあと、参加者の皆さんの率直な

ご意見をお聞きしする場として、全体で６０分程

度を予定しています。

自治会や老人会の役員の方々と相談して計画し

ていただいても、あなたの知人２～３人でお集ま

りいただいても、どんな形でもけっこうですので、

地域懇談会をやってみようと思う方は、世話人ま

でご連絡ください。

「私の街にもコミバスを走らせて」の声を広げ、

会員を増やし、みんなの願いを実現させましょう。

あなたの回りで生活交通を考える
地域懇談会を開催しませんか

実現の道は、多くの住民
の皆様の要求運動がカギ

元気バス（福祉バス）のＤＶＤを視聴し、参加者の

皆様と、意見交換を行いました。その後も各地区に

おいて、地域懇談会を有意義に開催しております。

今年は、アンケート１万枚（１万人）目標に、地

区自治会、老人クラブの方々、他にお願いしており

ます。すでに２００枚ほどアンケートを記入してい

ただいております。

また、役員の方をはじめ会員の皆様の力を借りて、

一人でも多くの方々に声かけ運動に励みながら、ア

ンケート１万枚達成に協力かつ努力しましょう。実

現の道は、多くの住民の皆様の要求運動が必要不可

欠と思います。

（江島第一松寿会会長 西村敏一）

３月２２・２３日の２日間、マックスバリュー若

松店様のご厚意により、店頭でコミバスをよくする

会のアンケート活動を行いました。

９時半からから昼過ぎまで行いましたが、買い物

に来た皆さんの関心は高く、アンケート記入机はい

つもいっぱい。２日間で１５０名近い方にアンケー

トをいただきました。

特に５０歳前後の女性の方の関心が高いように感

じました。それは「今はクルマで買い物でもどこで

も行けるが、年を取ってクルマに乗れなくなったと

きどうなるか不安」「８０過ぎの両親は、送迎しな

ければどこにも行けない」というの声に現れている

ように思います。

アンケート活動に参加した会員からは、「多くの

人が応えてくれて嬉しかった」「今後、他のスーパー

でも協力してもらおう」「アンケートをいっぱい集

めて、早く小型のコミバスを走らせたいね」などの

感想があり、賑やかで楽しい活動でした。

スーパーマーケットで
アンケート活動、大賑わい

今年度の会費を集めています。

年間会費は１千円です。

未納の方は、このニュースを届け

て頂いている方にお願いします。

または事務局にご連絡下さい。


